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■
６
月
15
日
以
降
の
日
程　
▼
６
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮
一
般
質
問　
▼
24
日
㈪

一
般
質
問
、
質
疑　
▼
26
日
㈬
・
27
日
㈭
各
常
任
委
員
会　
▼
７
月
５
日
㈮
総

括
審
議　
※
本
会
議
と
各
委
員
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継　
本
会
議
の
模
様
を
八
千
代
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
生
中
継
し
ま
す
。
通
常
は
会
議
の
翌
日
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
か
ら
録

画
中
継
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
（
４
８
３
）

１
１
５
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
事
課
）

第
２
回
定
例
会
は
６
月
14
日
に
開
会
し
ま
し
た

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
八
千
代
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
、
前
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
、
所
得
等
報
告

書
、
関
連
会
社
等
報
告
書
が
、
７
月
１
日
㈪
か
ら
、
市
役
所
１
階
情
報
公
開
室

で
閲
覧
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

前
八
千
代
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
な
ど
の
閲
覧

　
梅
雨
の
時
期
か
ら
秋
に
か
け
て
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
発
生
な
ど
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
建
物
や
雨
戸
の
点
検
、
風
で
飛
ば
さ
れ
る
よ
う
な
物
を
屋
外
に
置
か

な
い
な
ど
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
落
ち
葉
や
ご
み
に
よ
る
側
溝
・
雨
水
ま
す
の
詰
ま
り
は
、
道
路
冠
水

や
浸
水
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
宅
周
辺
の
点
検
や
道
路
の
清
掃

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
総
合
防
災
課
・
土
木
建
設
課
）

■
や
ち
よ
情
報
メ
ー
ル
の
ご
利
用
を　
や
ち
よ
情
報
メ
ー
ル
で
は
、
防
災
情
報

を
は
じ
め
、
防
犯
情
報
、
環
境
情
報
、
火
災
情
報
を
配

信
し
て
い
ま
す
。
配
信
を
希
望
す
る
人
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

yachiyo@
sg-m

.jp

宛

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
防
災
課
）

大
雨
が
降
る
前
に
備
え
を

　
公
共
施
設
の
案
内
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
紹
介
を
す
る
市
民
便
利
帳

（
暮
ら
し
の
ナ
ビ
ブ
ッ
ク
）へ
の
掲
載

広
告
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
便
利
帳

の
規
格
は
Ａ
４
判
、
１
５
６
ペ
ー
ジ

（
予
定
）で
、
２
万
部
発
行
。
市
役
所

や
支
所・図
書
館
な
ど
で
転
入
者
や
希

25
年
度
版
市
民
便
利
帳
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

介護保険に関する
お問い合わせは
長寿支援課 483-1151 へ

介護保険の利用状況をお知らせします

■利用できる主なサービス

■被保険者数

（各年度末現在）

（各年度末現在）

（各年度末現在）

■利用者数の推移

■給付費の推移

■要支援・要介護認定者

　12年度からスタートし、今年度で14年目を迎えた介護保険制度。高齢化が急
速に進行する中、サービスの利用も増加を続けています。現在の八千代市の介
護保険の利用状況を紹介します。お問い合わせは長寿支援課 483-1151へ。

支える制度

被保険者数

　25年３月末現在の八千代市の人口19万2,951
人に対し、第１号被保険者（65歳以上）は４万
2,261人で、年々増加しています。
　一方、第２号被保険者（40歳～ 64歳）は６万
5,881人で、大きな増減はなく、ほぼ一定とな
っています。

要介護（支援）認定者数

　24年度の要介護認定者数は3,845人、要支援認
定者数は1,607人で、合計は5,452人でした。前年
度と比較すると、533人増加し、率では10.8パー
セントの増となりました。

サービス利用の実績

　介護保険サービスの利用は、利用者数、給付
費ともに年々増加しています。
　24年度末のサービス利用者数は、合計で4,774
人、前年度と比較すると7.7パーセントの増加、
給付費では、合計で71億4,541万円、前年度から
10.1パーセントの増加となりました。

これからの対応

　高齢者人口の増加に伴い、今後も介護サービ
スの利用者や介護給付費の増加が見込まれます。
このような状況を踏まえ、不適切なサービス利
用や介護報酬請求の防止など、引き続き健全な
運用を目指します。
　また、要支援・要介護状態になることを予防
するため、介護予防についての啓発や介護予防
事業を推進するとともに、要介護状態になって
も可能な限り住み慣れた地域で自立した生活が
できるよう体制整備を推進していきます。

　　　　　　　介護保険の仕組みから、利
　　　　　　用できるサービスまで、介護
保険に関することが分かりやすくまとまっ
ています。希望する人には、長寿支援課窓
口または地域包括支援センターでお渡しし
ています。

介護保険べんり帳
ご利用ください

▲ＱＲコード

在宅サービス
　主に自宅での介護を基本としたサービスを
利用できます。
●訪問系サービス　利用者の自宅をホームヘ
ルパーや介護職員などが訪れ、サービスを受
けます。訪問介護、訪問入浴介護、訪問リハ
ビリテーションなど
●通所系サービス　利用者が施設に通ってサ
ービスを受けます。通所介護（デイサービス）、
通所リハビリテーション（デイケア）など
●短期入所系サービス　利用者が短期間施設
に入所してサービスを受けます。短期入所生
活介護（ショートステイ）、短期入所療養介
護（医療型ショートステイ）など
●生活環境の改善サービス　自宅に手すりを
付けたり、段差を解消するなど、介護に必要
な住宅改修のほか、介護用ベッドや車いすな
ど福祉用具のレンタルや、入浴補助用具など
特定福祉用具の購入もあります。

22年度
（対人口比）

23年度
（対人口比）

24年度
（対人口比）

第１号被保険者
（65歳以上）

38,678人
（20.0％）

40,147人
（20.8％）

42,261人
（21.9％）

第２号被保険者
（40～64歳）

64,855人
（33.6％）

65,674人
（34.0％）

65,881人
（34.1％）

八千代市人口 193,274人 192,884人 192,951人

22年度 23年度 24年度（対前年度比）
在宅サービス 3,146人 3,537人 3,799人（7.4％増）
施設サービス 605人 646人 707人（9.4％増）
地域密着型サービス 185人 251人 268人（6.8％増）
合計 3,936人 4,434人 4,774人（7.7％増）

22年度 23年度 24年度
（対前年度比）

在宅
サービス 36億6,223万円 39億8,165万円 44億3,496万円

（11.4％増）
施設
サービス 18億824万円 18億8,342万円 20億3,471万円

（8.0％増）
地域密着型
サービス 5億45万円 6億2,507万円 6億7,574万円

（8.1％増）

合計 59億7,092万円 64億9,014万円 71億4,541万円
（10.1％増）

22年度 23年度 24年度（対前年度比）

要介護 3,224人 3,533人 3,845人（ 8.8％増）

要支援 1,256人 1,386人 1,607人（15.9％増）

合　計 4,480人 4,919人 5,452人（10.8％増）

▶
平
成
24
年
度
版
市
民
便
利
帳

施設サービス
　自宅での介護が困難な場合などに、施設に
入居して、日常生活の介護やリハビリなどの
サービスを利用できます。介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）、介護老人保健施設
（老人保健施設）など

地域密着型サービス
　住み慣れた地域での生活を続けられるよう
にするためのサービスです。認知症対応型通
所介護、認知症対応型共同生活介護（グルー
プホーム）、夜間対応型訪問介護、小規模多
機能型居宅介護（通所を中心に、利用者の希
望により介護職員の訪問や宿泊を組み合わせ
たサービス）など


